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香
港
は
一
九
九
七
年
七
月
一
日
、
一
五
六
年
間
続
い

た
英
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
中
国
へ
返

還
さ
れ
た
。
そ
し
て
返
還
後
五
○
年
間
は
返
還
前
の
制

度
を
保
持
し
本
土
と
異
な
る
行
政
・
法
律
・
経
済
制
度

の
維
持
が
認
め
ら
れ
る
「
一
国
二
制
度
」
の
原
理
の
下
、

中
国
で
初
の
特
別
行
政
区
に
な
っ
て
い
る
。
一
、一
○

四
平
方
㌔
㍍
の
面
積
に
七
二
○
万
超
の
人
口
を
有
す
る

世
界
有
数
の
人
口
密
集
地
域
で
あ
り
、
ま
た
年
間
に
約

二
、八
○
○
万
人
の
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ
る
世
界
有

数
の
観
光
都
市
で
あ
る
反
面
、
世
界
屈
指
の
ビ
ジ
ネ
ス

拠
点
と
し
て
の
金
融
都
市
の
顔
も
併
せ
持
つ
。
し
か
し

な
が
ら
、
二
○
一
七
年
に
実
施
予
定
の
香
港
特
別
行
政

区
行
政
長
官
選
挙
に
関
し
て
、
中
国
共
産
党
の
介
入
に

よ
り
高
度
な
自
治
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
抗

議
活
動
「
雨
傘
革
命
」
が
起
き
、
そ
の
規
模
は
学
生
を

中
心
と
し
て
約
五
○
万
人
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
出
来
事

は
記
憶
に
新
し
い
。

　

広
深
港
高
速
鉄
道
（Guangzhou-Shenzhen-

H
ong K

ong Express Rail Link
）
建
設
工
事
は
、

中
国
広
東
省
の
広
州
市
か
ら
深
圳
市
を
経
由
し
て
香
港

特
別
行
政
区
の
西
九
龍
総
駅
に
至
る
高
速
鉄
道
で
、
中

国
区
間
が
広
州
〜
深
圳
（
福
田
）
間
の
一
○
六
㌔
㍍
、

香
港
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 香港

国
道
の
切
替
え
工
事
及
び
自
然
保
護
区
三
・
二
㌶
の
整

備
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
工
事
量
は
膨
大
で
、
例
え
ば
総

掘
削
土
量
は
一
二
〇
万
立
方
㍍
、
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
二
二
万
立
方
㍍
、
地
中
連
続
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
一 

〇
万
立
方
㍍
に
達
し
た
。

　

契
約
工
期
は
二
○
一
○
年
十
月
か
ら
二
○
一
六
年
五

月
ま
で
の
六
七
カ
月
に
加
え
一
二
カ
月
の
瑕
疵
保
証
期

間
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
中
國
建
築
工
程
（
香
港
）

有
限
公
司
と
Ｊ
Ｖ
で
施
工
に
あ
た
っ
て
い
る
（
隣
接
工

区
８
２
３
Ａ
工
区
も
同
Ｊ
Ｖ
で
施
工
）。

　

一
九
六
三
年
に
当
社
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
工
事

受
注
と
な
っ
た
地
が
香
港
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
香
港

で
は
数
多
く
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
工
事
に
携
わ
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
当
工
事
も
当
社
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
確
実

に
刻
み
込
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
過
去
の
工

事
と
同
様
に
当
工
事
に
お
い
て
も
数
々
の
難
題
や
ト
ラ

ブ
ル
に
直
面
し
た
も
の
の
、
そ
の
度
に
工
事
関
係
者
の

知
恵
と
工
夫
と
努
力
に
よ
り
克
服
し
て
き
た
が
、
こ
の

事
実
や
そ
こ
で
得
た
知
見
は
必
ず
や
す
べ
て
の
工
事
関

係
者
の
記
憶
に
刻
ま
れ
、
ま
た
近
い
将
来
、
当
高
速
鉄

道
を
利
用
す
る
人
々
の
夢
や
希
望
も
共
に
運
ぶ
こ
と
が

で
き
れ
ば
正
に
技
術
者
冥
利
に
尽
き
る
。
竣
工
ま
で
も

う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
、
全
員
で
美
酒
を
酌
み
交
わ
す
日

を
心
待
ち
に
し
た
い
。

終
わ
り
に

　

主
た
る
工
事
は
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
と
地
上
の
操
車
場
及

び
関
連
設
備
の
構
築
で
あ
り
、
そ
の
工
事
エ
リ
ア
は
広

大
で
約
二
七
㌶
に
も
な
る
。
地
中
連
続
壁
に
よ
る
開
削

工
法
で
全
長
一
、二
○
○
㍍
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
本
線
と

本
線
か
ら
地
上
へ
と
続
く
ア
プ
ロ
ー
チ
ト
ン
ネ
ル
の
両

方
を
施
工
し
て
い
る
。

　

ま
た
地
上
部
で
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・
運
行
制
御
ビ

ル
・
修
理
用
車
庫
・
車
両
洗
車
ビ
ル
・
変
電
所
な
ど
大

小
一
二
の
路
線
管
理
施
設
に
場
内
周
回
道
路
四
・
五
㌔

㍍
及
び
防
音
壁
一
・
八
㌔
㍍
を
施
工
す
る
。
付
帯
工
事

と
し
て
、
既
存
河
川
の
改
修
工
事
、
場
内
を
横
断
す
る

工
事
概
要

香
港
区
間
が
二
六
㌔
㍍
の
全
長
一
三
二
㌔
㍍
と
な
っ
て

い
る
。
中
国
区
間
は
二
○
一
五
年
十
二
月
に
全
線
開
通

し
て
お
り
、
香
港
区
間
は
現
在
建
設
中
で
二
○
一
八
年

の
第
３
四
半
期
に
開
通
す
る
予
定
で
あ
る
。
香
港
区
間

で
の
予
定
運
行
速
度
は
時
速
二
○
○
㌔
㍍
で
、
中
国
区

間
で
の
予
定
運
行
速
度
は
将
来
的
に
時
速
三
五
○
㌔
㍍

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
現
在
、
香
港
〜
広
州
間
の
在

来
線
に
よ
る
所
要
時
間
は
一
一
四
分
だ
が
、
当
高
速
鉄

道
が
全
線
開
通
す
る
と
四
八
分
に
短
縮
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
当
社
施
工
の
８
２
３
Ｂ
工
区
は

香
港
区
間
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
密
集
地
香
港

と
は
趣
の
異
な
る
農
村
部
及
び
郊
外
住
宅
地
が
作
業
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

MTR高速鉄道823B工区
セッコン停車側線及び
緊急救出待避線工事

世界で活躍する
日本の建設企業

当プロジェクト位置図。カオルーン側繁華街中心地から
地下鉄とバスの乗り継ぎで約70分ほどに位置する新界
エリアの農村部

大帽山よりプロジェクト全体を撮影

Hong Kong

緊急救出待避線より地上を撮影

手前：緊急救出待避線
中段：車両基地（8線分）修理用車庫（4線分）
上段および右部：各種管理棟


